
？
』

９
５
５
年
９
月
釦
日
、
ジ

ー
上
エ
ー
ム
ス
・
デ
イ
ー
ン
が

ポ
ル
シ
ェ
５
５
０
ス
パ
イ
ダ
ー

で
走
行
中
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
パ
ソ
ロ
プ
レ
ス
近
郊
で
事
故

死
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件

が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
ポ
ル
シ
ェ
の
凄
さ
を
知

り
、
そ
の
魅
力
に
の
め
り
こ
ん

で
い
き
ま
し
た
。

１
９
７
４
年
戟
秋
に
、
ポ
ル
シ
エ
・

フ
ア
ン
な
ら
一
度
は
訪
れ
て
み

た
い
ポ
ル
シ
ェ
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
訪
れ
ま
し

神戸クラシックカークラブ会員の

自慢のクラシックカーが次々と登場します。

車の種類は玉石混合ですが､自分の車に

対する思い入れは金額に関係なくお宝です。

愛人のように？

「私のスーバ･-‐
*ｇｏカブリオ」
シポルシェ356B1600スーパー90カブリオ1961年製
１文=布留容一

た
。
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市

の
ツ
ュ
ッ
フ
エ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
に

世
界
に
そ
の
名
を
と
ど
ろ
か
す

ポ
ル
シ
ェ
の
本
社
屋
と
工
場
が

あ
り
ま
す
。
あ
ま
り
大
き
く
な

い
古
び
た
建
物
で
し
た
。
工
場

は
大
き
な
通
り
を
隔
て
て
左
右

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
第
２
工

場
の
片
隅
に
ポ
ル
シ
ェ
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
が
あ
り
ま
す
。
入
口
ま

で
の
小
路
を
ポ
ル
シ
ェ
・
シ
ュ

ト
ラ
ー
セ
と
い
い
、
ポ
ル
シ
ェ
・

フ
ア
ン
に
と
っ
て
は
一
度
は
通

り
た
い
小
路
で
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
小
村
グ
ミ
ュ
ン
ト

の
さ
さ
や
か
な
工
場
で
フ
ェ
リ
ー
．

ポ
ル
シ
エ
と
カ
ー
ル
・
ラ
ー
ベ

が
設
計
し
、
老
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ

ン
卜
・
ポ
ル
シ
ェ
が
細
部
を
示

唆
し
た
と
い
わ
れ
る
ポ
ル
シ
ェ

３
５
６
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
１
号

車
と
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
２
号
車
も

4６

一
癖

iXj(Xfと八へ。

(上)グｯｼｭポー ド並びにハンドルまわり

(下)リヤのスタイル

可

ま 笠』で

少 ｡との にフ

神戸のクラ シツクカ

(上)右側面のカスタムコーチワークロイター社のラベル

(下)空冷水平対向4気筒のエンジン

宙＝

も⑪可

塁雲細２１淫=蕊 雲r鰯；
M…

律一

r且
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4７

展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
の
車
は
、
１
９
６
１
年
の

ポ
ル
シ
エ
３
５
６
Ｂ
１
６
０
０

ス
ー
パ
ー
卯
カ
ブ
リ
オ
で
す
。

１
９
８
３
年
に
私
が
西
ド
イ
ツ

を
訪
れ
た
際
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
の

ポ
ル
シ
ェ
代
理
店
ラ
フ
ァ
イ
の

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
飾
っ
て
あ
っ

た
車
で
す
。
ス
ペ
ッ
ク
は
排
気

丑
１
６
０
０
鱒
ブ
ロ
ッ
ク
は

軽
合
金
製
で
ボ
ア
に
フ
ェ
ラ
ー

ル
加
工
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

圧
縮
比
は
卯
、
伽
、
径
の
デ
ュ

ア
ル
・
チ
ョ
ー
ク
の
ソ
レ
ッ
ク

ス
の
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
を
２
連
装

し
、
出
力
は
帥
ｐ
Ｓ
／
５
５
０

０
ｒ
ｐ
ｍ
を
引
き
出
し
、
最
高

巡
航
速
度
は
１
８
５
ｍ
／
ｈ
を

マ
ー
ク
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
ス
ー
パ
ー
卯
は
、
オ
ー
バ
ー

ス
テ
ァ
の
傾
向
を
押
さ
え
る
た

め
に
、
リ
ャ
に
１
枚
の
横
置
き

リ
ー
フ
ス
プ
リ
ン
グ
の
コ
ン
ペ

ン
セ
ー
タ
ー
を
加
え
、
う
し
ろ

の
ト
ー
シ
ョ
ン
バ
ー
の
バ
ネ
比

を
わ
ず
か
に
低
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
外
側
後
輪
の
荷
重

の
数
パ
ー
セ
ン
ト
を
、
前
輪
が

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
、
後
輪

の
接
地
性
の
限
界
が
高
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ブ
レ
ー
キ
は
、
ド

ラ
ム
・
タ
イ
プ
で
す
が
、
冷
却

フ
ィ
ン
の
つ
い
た
ア
ル
フ
ィ
ン
・

タ
イ
プ
で
す
○
私
の
車
の
ボ
デ
ィ

は
ロ
イ
タ
ー
製
で
、
車
台
番
号

は
１
５
５
２
７
３
で
す
。

蜘鍵
糞

弓畦

ｊＵ

－一

一一雪で

灘 ‘窪
三重
＝

東広野ｺルフクラブ

■

峯 竺止一

､二窒黍淫 百
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～＝青

Ｓ河合雅世の感動対談②

ｑ
河
合
雅
世
さ
ん
（
右
）
（
株
）
ヒ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
代
表
取
締
役

で
も
口
惜
し
い
！
主
婦
と
し
て
食
卓
の
食
べ
物
は
も
ち
ろ
ん
、

栄
養
素
に
も
気
を
配
り
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
フ
ー
ド
に
は
目
も

く
れ
ず
、
家
族
の
食
生
活
に
気
を
つ
け
て
い
た
の
に
っ
て
（
笑
）
。

何
で
私
が
癌
に
な
る
の
よ
－
（
笑
）
。

河
合
初
め
て
お
会
い
し
た
時
、
手
の
甲
は
紫
色
で
グ
ジ
ュ

グ
ジ
ュ
。
首
は
赤
く
、
ア
ト
ピ
ー
な
ん
で
す
ね
！
と
思
わ
ず

言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
よ
ね
（
笑
）
。

小
林
夫
人
主
人
が
あ
の
時
、
栄
養
学
の
三
冊
の
本
と
、
天

然
の
野
菜
の
小
さ
な
粒
を
持
っ
て
帰
っ
て
来
て
、
私
に
言
っ

た
ん
で
す
。
手
術
の
前
に
こ
の
粒
に
賭
け
て
み
よ
う
よ
！
そ

の
主
人
の
一
言
に
私
は
人
生
を
賭
け
る
決
心
を
し
た
ん
で
す
。

だ
っ
て
六
十
才
を
過
ぎ
た
主
人
を
一
人
残
し
て
死
に
た
く
な

い
。
生
き
た
い
ｌ
そ
う
思
っ
た
ん
で
す
（
笑
）
。
そ
れ
に
入
退

院
を
繰
り
返
す
と
、
精
神
的
に
ダ
メ
に
な
る
予
感
が
し
て
、

ｌ
河
合
さ
ん
と
小
林
さ
ん
の
お
出
会
い
は
…

河
合
私
の
友
人
か
ら
友
人
へ
、
ス
ー
パ
ー
ル
テ
イ
ン
と
い

う
小
さ
な
粒
が
大
き
な
出
会
い
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今

か
ら
思
え
ば
不
思
議
な
ご
縁
で
す
ね
。

小
林
夫
人
私
が
甲
状
腺
癌
の
告
知
を
受
け
て
二
十
日
過
ぎ

た
頃
で
し
た
。

も
と
も
と
太
陽
光
線
ア
レ
ル
ギ
ー
で
三
十
年
近
く
苦
し
ん

で
い
て
、
全
身
が
か
ゆ
く
、
手
の
甲
は
し
も
や
け
の
よ
う
に

は
れ
て
そ
の
上
グ
ジ
ュ
グ
ジ
ュ
。
ス
テ
ロ
イ
ド
治
療
し
か
な

く
、
そ
の
副
作
用
に
も
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
年
中
、
太
陽

光
線
が
ダ
メ
で
、
洗
濯
物
は
夜
に
干
す
の
（
笑
）
。
そ
の
上
視

力
が
低
下
、
老
眼
、
人
間
の
老
い
を
感
じ
、
も
う
ガ
ッ
ク
リ
（
笑
）
。

平
成
十
三
年
九
月
七
日
、
癌
告
知
。
手
術
を
早
く
し
た
ら

治
る
と
い
う
医
者
の
言
葉
に
ど
う
し
よ
う
と
悩
み
、
苦
し
み
。

"おしどり夫婦､愛の軌跡'，
甲状腺癌を克服して

▲
ヒ
カ
ル
サ
ロ
ン
に
小
林
徳
夫
。
登
久
江
ご
夫
妻
を
お
迎
え
し
て

団
回
蕊

4８
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河合雅世さん

－_#『ﾛｰＦ’

小林徳夫さん

私
こ
う
見
え
て
も
弱
虫
な
ん
で
す
（
笑
）
。

正
直
言
っ
て
半
信
半
疑
の
粒
で
し
た
。
で
も
主
人
を
信
じ

て
い
た
か
ら
。

河
合
ご
夫
婦
の
愛
。
そ
し
て
何
よ
り
も
信
頼
が
す
べ
て
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
ん
で
す
ね
Ｉ

小
林
夫
人
そ
う
で
す
ね
。
主
人
に
改
め
て
感
謝
し
て
い
ま

す
。
平
成
十
三
年
十
月
初
旬
か
ら
食
べ
た
ス
ー
パ
ー
ル
テ
イ

ン
に
よ
り
、
十
二
月
二
十
一
日
の
検
査
で
は
手
術
の
必
要
が

全
く
な
く
な
り
ま
し
た
。
リ
ン
パ
の
と
こ
ろ
の
ピ
ン
ポ
ン
玉

が
ど
ん
ど
ん
柔
ら
か
く
な
り
、
そ
の
瞬
間
私
達
は
「
勝
っ
た
！
」

と
思
い
ま
し
た
。
嬉
し
か
っ
た
で
す
よ
。

河
合
平
成
十
三
年
十
二
月
一
一
十
三
日
、
私
は
忘
れ
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。
ご
主
人
が
「
妻
の
甲
状
腺
癌
、
ど
こ
か
に

消
え
ち
ゃ
っ
た
Ⅱ
」
と
お
知
ら
せ
下
さ
り
、
私
は
涙
が
止
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
鳥
肌
が
立
ち
あ
ま
り
の
言
葉
に

ＵＲＬhttp://www､hikaru-club・com
e-mailkm＠hikaru-club･com

4９

本
当
で
す
か
？
と
言
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

小
林
妻
の
身
体
を
お
そ
っ
た
「
癌
」
。
深
い
悲
し
み
と
苦
悩

の
ど
ん
底
へ
つ
き
お
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
河
合
さ
ん
と
同
じ

決
し
て
人
生
を
諦
め
な
か
っ
た
の
が
勝
利
で
す
ね
。
そ
し
て

こ
れ
だ
と
適
確
に
情
報
を
見
極
め
、
キ
ャ
ッ
チ
す
る
能
力
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
か
ね
（
笑
）
。

河
合
今
、
小
林
ご
夫
妻
は
こ
の
体
験
を
通
し
て
、
日
本
中

の
多
く
の
方
々
に
感
動
と
希
望
の
光
り
を
与
え
て
お
ら
れ
ま

す
よ
ね
。
身
体
的
だ
け
で
は
な
く
、
経
済
的
に
も
こ
の
小
さ

な
粒
が
人
生
そ
の
も
の
ま
で
大
き
く
変
ら
れ
ま
し
た
。
ま
さ

に
「
人
生
の
健
康
学
」
で
す
ね
。

小
林
ま
さ
に
私
た
ち
夫
婦
も
人
生
が
変
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

最
初
河
合
さ
ん
に
ワ
ン
ボ
ト
ル
い
く
ら
で
す
か
？
と
尋
ね
ま

し
た
よ
ね
。
一
万
円
と
知
っ
た
時
。
３
ボ
ト
ル
は
最
低
食
べ

さ
せ
て
や
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

そ
し
て
せ
め
て
そ
れ
ぐ
ら
い
が
ダ
ダ
に
な
る
の
な
ら
。
が
、

経
済
構
築
の
始
ま
り
で
し
た
。
妻
は
食
べ
る
人
。
私
は
働
く

人
で
し
た
ね
（
笑
）
。

河
合
そ
う
で
し
た
ね
（
笑
）
。
伝
え
る
こ
と
で
経
済
も
つ
い

て
く
る
！
本
当
に
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
そ
し
て
ど
ん
な
病

気
も
心
が
病
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
ま
し
て
癌
は
命
と
直
面
で
す
。

と
こ
ろ
が
小
林
ご
夫
妻
は
素
晴
ら
し
い
。
奥
様
が
、
生
き

た
い
！
ご
主
人
が
手
を
さ
し
の
べ
ら
れ
る
。
愛
な
ん
で
す
ね
。

栄
養
素
ス
ー
パ
ー
ル
テ
イ
ン
の
上
に
、
愛
の
人
生
、
心
の
エ
ッ

セ
ン
ス
を
立
証
さ
れ
ま
し
た
！

ま
た
私
は
何
か
を
学
び
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
人
生
に
ム
ダ
は
な
し
で
す
ね
。

小
林
夫
人
心
か
ら
出
会
い
に
感
謝
で
す
。
私
の
方
こ
そ
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小林登久江さん

(株）ヒカルインターナショナル〒550.0015大阪市西区南堀江1丁目14-30
GIZA堀江公園1001号唾06-6538-7455画06-6538-7456

Ｎ
Ｐ
大
阪
サ
ロ
ン
／
河
合
・
松
村

芝
・
藤
井
セ
ミ
ナ
ー

如
月
Ｍ
日
（
火
）
幅
的

神
戸
／
中
華
会
館

Ｎ
Ｐ
健
康
セ
ミ
ナ
ー

如
月
何
日
（
金
）
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黄金色の上湯スープの豪華なフカヒレ姿煮

（
老
香
港
酒
家
謹
）

（
群
愛
飯
店
本
店
）

5１

超
特
大
上
海
蟹
を
食
す
特
別
コ
ー
ス

－
万
匹
に
１
匹
と
い
わ
れ
る
超
特
大

上
海
蟹
は
蟹
皇
（
シ
ェ
ー
フ
ァ
ン
）
と

い
わ
れ
普
段
は
輸
入
さ
れ
て
お
ら
ず
、

念078-332-5203

神戸市中央区中山手通3-4-6
(営)11:30～21:30(Ｌ0.20:30）
(体)無

オ
ー
ナ
ー
が
、
直
接
買
付
け
を
し
、
蟹

皇
を
楽
し
ん
で
頂
け
る
お
店
と
し
て
美

食
家
達
の
舌
を
喜
ば
せ
て
い
ま
す
。

竺警
向島

ｋｌ貢雪
男両Ｅ

毛。郡＝ｈ

、:Ｉ

一軍両司

2蕊 ,弓壱劇

酎迄．

Ｌ 一

藍③'

司

鋤 、 ご品

、ミミE＝
Ｆ,

蟹ﾐｿと極上フカﾋﾚをあえた一品「新鮮な食材をごゆっくり楽しんで

北奉湛逓囚否’下さい｣と笑顔で話す施蓮宗さん

識鵜殿蕊…
纂轄奉書燕雛麿と肩。

■蟹幽腰宜毎用観合

山手幹幽

舟②霜飯廟トア

焔 ロ

ル
牛用筋荊

⑥サンクス

壱で毒舌＝＝苦言

ス
」
１
２
０
０

認
０
円
（
税
・
サ

ソ生
別
）
広
東
式
前

耗
菜
の
盛
り
合
わ

ゅ
せ
・
フ
カ
ヒ
レ

ワ”
姿
煮
・
季
節
野

琴
菜
と
海
鮮
の
妙

崇
め
・
北
京
ダ
ツ

■

Jｆ

高
級
フ
カ
ヒ
レ
の
姿
煮
込
み
こ
の
厚
み
、
雨
宮
た
え
・
・
・
こ
れ
ぞ
中
華
の
醍
醐
味

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
施
さ
ん
は
総
料
ク
。
干
し
ア
ワ
ビ
の
オ
イ

理
長
と
し
て
、
群
愛
の
基
礎
を
築
い
て
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
・
オ
マ
ー

き
た
。
本
格
広
東
料
理
の
海
鮮
を
メ
イ
ル
海
老
の
ガ
ー
リ
ッ
ク
ソ
ー

３０

ン
に
旬
の
素
材
を
使
っ
た
料
理
の
数
々
。
ス
・
蓮
の
葉
の
蒸
し
御
飯
．
“
沙

そ
の
中
で
も
名
物
は
、
「
フ
カ
ヒ
レ
姿
甘
い
点
心
・
マ
ン
ゴ
プ
リ
ン
、
錘
囚

煮
と
干
し
ア
ワ
ビ
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ
ー
合
計
９
品
の
中
国
高
級
食
３
帳
皿

弓＆=Ｆ評

I■

一 二 月

見事な蟹ミソがいっぱいつまった新鮮な上海蟹

ス能至１１１特上上

･弱：：；凶盤萩

謂猟と鱗
『
ｆ
皇材

を
使
っ
た
豪
華
な
コ
ー
ス
。

２
名
様
よ
り
。
要
予
約
。

』
一
語
，

識
投

蕊欝

､延目.

《
や
』
酷
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原
肥
価
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中国宮廷風建物の玄関

一画画面一画Jﾛﾗ甑｡－画画

（
栄
和
飯
店
粛
京
唐
）
新
鮮
魚
介
が
た
っ
ぷ
り
の
ア
ッ
ァ
ッ
火
鍋
余
‐
．
‐
一

大丸の9階､ｼｯｸで落ち着いた空間

一一一一占唾厚ｏ－輔一韓，

（
群
愛
飯
店
大
丸
店
）
一
流
香
港
シ
ェ
フ
が
腕
を
ふ
る
う
大
丸
店
自
慢
の
特
撰
コ
ー
ス

充実感あふれる火鍋は大勢でいただきたい

大
丸
９
階
レ
ス
ト
ラ

ン
フ
ロ
ア
の
落
ち
着
い

た
ス
ペ
ー
ス
に
．
あ
る
の
で
、

円
卓
を
囲
ん
で
主
婦
同

士
や
仲
間
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

で
楽
し
い
食
事
タ
イ
ム

認
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

．牡
メ
ニ
ュ
ー
は
か
な
り

力霊
豊
富
で
海
鮮
料
理
を
中

》
心
と
し
た
中
国
料
理
全
般
。

壷
お
す
す
め
は
、
１
人
５

鉾
千
円
の
お
ま
か
せ
コ
ー

も誰
ス
で
、
前
菜
・
飲
茶
・

球
フ
カ
ヒ
レ
の
ス
ー
プ
。

南
京
町
の
中
で
も
こ

だ
わ
り
の
味
を
守
り
続

け
て
老
舗
の
店
。
新
鮮

な
海
の
幸
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
強
火
の
料
理

が
特
徴
で
、
日
本
人
好

み
の
味
は
、
あ
っ
さ
り

と
し
て
と
て
も
食
べ
や

す
い
の
で
、
何
度
も
足

を
運
ぶ
常
連
さ
ん
も
多
い
。

値
段
は
で
き
る
限
り
安

く
が
信
条
だ
が
、
素
材

に
は
妥
協
せ
ず
い
い
も

の
を
使
っ
て
い
る
。

5２

こ
こ
の
お
す
す
め
は
、

火
鍋
（
ホ
ー
コ
ー
）
・
「
前
菜
、

鍋
、
そ
ば
、
フ
ル
ー
ツ
」
の
フ

ル
コ
ー
ス
で
一
人
３
５
０

０
円
（
２
名
か
ら
）
・
他
に
各

コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー
で
忘
年

会
や
新
律
ｘ
室
に
活
用
で
き
る
。

海
鮮
妙
め
・
揚
げ
物
・
そ
の

他
２
品
・
デ
ザ
ー
ト
で
計
９

品
。
ど
れ
も
素
材
に
こ
だ
わ

り
、
一
流
シ
ェ
フ
が
腕
を
ふ

る
い
、
じ
っ
く
り
調
理
さ
れ

た
ぜ
い
た
く
な
料
理
ば
か
り
。

忘
年
会
や
新
年
会
に
ど
う
ぞ
。

壷078-333-2367

神戸市中央区明石町40大丸神戸9Ｆ
(営>11:00～21:００(L,0.20:30）
(体)大丸神戸店に準ずる

､諦可“⑤

慌W嬬
館．

壷078-392-1982

神戸市中央区栄町通1-2-28

(営)11:00～15:３０１７:００～21:００
(体)火曜

－

元可RIg1埼一

｡

｡ ' 禄 1町広坦大丸
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鱈

元洞､稲店間
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5４

宅ロ

露
JFz□

聴蕊

Id

識
職

咋
毒

＝'診等.震､逗,j響

》

！．
〆〃

灘

鑑

¥

百Ｎ
ーq

雪雲震

､諜鍾
伊筈

ｉｌ
に

五
一

Ｉ

、’、
「

‐

熱
■

篭謝
'二｣

鱗
圃一 Ｉ

で
雪

秋
の
神
戸

､●』
、

凸Ｊｊｉｒ型

謝附ラ

小
鼓
会

２
０
０
３
年
・
秋
の
神
戸
小
２

鼓
会
が
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
即

警
箇
に
お
い
て
９
月
喝
日
丞
叩

午
後
７
時
よ
り
開
催
さ
れ
た
。
剛

司
会
は
幹
事
の
中
島
典
子
さ
届

ん
。
西
山
酒
造
の
西
山
裕
三
社

長
は
「
今
宵
は
、
㈹
数
年
ぶ
り
記

に
復
活
さ
せ
た
酒
米
「
但
馬
強
叩

力
』
を
使
用
し
た
純
米
吟
醸
酒
副

の
“
銀
河
”
を
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
恋

ト
ル
で
ぜ
ひ
楽
し
ん
で
下
さ
い
。
」
０

と
に
こ
や
か
に
挨
拶
。
形

秋
乃
ひ
や
お
ろ
し
／
生
詰
吟

醸
で
乾
杯
。
７

錐
》
播
種
函
罫
》
岬
趣
壁
癖
恥
晒

入
り
ふ
か
ひ
れ
ス
ー
プ
や
海
っ
島

ぱ
め
の
巣
の
香
り
ビ
ワ
型
焼
き
。
肺

そ
し
て
ク
レ
ソ
ン
の
広
要
ス
ー
蝿

プ
は
絶
品
だ
っ
た
。
氷

紺
ラ
ベ
ル
の
純
米
吟
醸
は
、
県

丹
波
産
の
『
五
百
万
互
と
市
庫

島
産
の
『
兵
庫
北
誕
を
使
用
侭

し
、
深
い
旨
味
と
香
り
に
酔
い
、
場

イ
タ
リ
ア
・
ヴ
ァ
ネ
チ
ァ
製
ポ
準

ト
ル
の
純
米
吟
醸
ス
ヵ
ィ
ラ
ィ
山

ン
は
女
性
達
に
大
人
気
．
西

今
年
も
残
暑
で
何
と
か
お
米
■

の
収
穫
が
取
り
直
し
た
と
聞
き

ホ
ッ
と
す
る
。
日
中
交
流
の
食

の
宴
に
、
中
内
仁
社
長
の
若
々

し
い
あ
い
さ
つ
が
花
を
そ
え
た
。

鐸

秘
腕

鷲

正

Ｉ
⑫

瀞
管

W３
－

鴬
磯

＃
遣
一

雷

蕊蕊
Ⅷ

W宮

爵r瀞，唖

皆.Ⅲ.
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早
い
も
の
で
、
あ
の
未
曾
有
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
、

８
年
半
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
大
都
市
を
襲
っ
た
地
震

は
、
６
０
０
０
人
以
上
も
の
か
け
が
え
の
な
い
命
を
奪
い
、
い

ま
だ
に
精
神
的
。
肉
体
的
な
後
遺
症
に
悩
ま
さ
れ
る
人
も
多
い

と
聞
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・
民
間
の
連
携
の
も

と
、
イ
ン
フ
ラ
や
建
物
は
ほ
と
ん
ど
復
興
復
旧
し
ま
し
た
。
市

内
を
歩
い
て
み
て
も
、
外
観
か
ら
震
災
の
爪
あ
と
を
知
る
こ
と

は
ま
れ
で
、
神
戸
の
復
興
パ
ワ
ー
に
は
関
心
す
る
ば
か
り
で
す
。

こ
う
な
っ
て
く
る
と
人
間
の
習
性
で
、
「
喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ

忘
れ
る
」
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
、
あ
の
悪
夢
の
よ
う
な
記
憶
は

徐
々
に
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

昨
年
４
月
、
神
戸
市
脇
浜
の
Ｈ
Ａ
Ｔ
神
戸
内
に
、
「
阪
神
・

淡
路
大
震
災
記
念
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
が
国
の
支
援

を
得
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
あ
の
震
災
の
経
験
や
教
訓
を
全
世

界
の
共
有
財
産
と
し
て
継
承
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
映
像
や
展
示
物

を
使
っ
て
い
の
ち
の
尊
さ
を
発
信
す
る
と
共
に
、
人
材
育
成
や

専
門
家
派
遣
を
通
じ
て
国
内
外
の
地
震
災
害
に
よ
る
被
害
の
軽

減
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

こ
の
施
設
に
是
非
一
度
出
向
い
て
、
１
．
Ⅳ
を
振
り
返
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。
震
災
に
関
す
る
知
識
が
増
え
、
防
災
へ
の
新

た
な
備
え
に
役
立
つ
は
ず
で
す
。
そ
れ
が
震
災
を
う
け
た
当
事

者
・
神
戸
の
責
務
で
あ
る
と
も
思
い
ま
す
。
ま
た
同
じ
よ
う
な

地
震
が
来
た
ら
困
り
ま
す
が
、
来
な
い
と
い
う
確
証
は
あ
り
ま

せ
ん
。
万
一
、
不
幸
に
も
再
来
し
た
と
し
て
も
、
貴
重
な
経
験

や
教
訓
を
生
か
し
て
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
た
の
は
さ
す

が
神
戸
、
と
い
う
図
式
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

防
災
対
策
と
し
て
、
繰
り
返
し
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
あ

り
ま
す
が
、
改
め
て
２
つ
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
第
一
に
、
イ
ン
フ
ラ
・
建
物
の
耐
震
補
強
で
す
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
以
来
、
同
規
模
の
地
震
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
、
全

国
的
な
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
た
だ
、
対
応
は
「
東
高

西
低
」
で
、
東
海
沖
地
震
に
備
え
る
関
東
の
方
が
、
南
海
沖
地

震
に
備
え
る
関
西
に
先
行
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
被
災
地
・

神
戸
が
官
民
あ
げ
て
イ
ン
フ
ラ
・
建
物
に
耐
震
補
強
を
主
導
し
、

関
西
の
遅
れ
を
挽
回
す
べ
き
で
す
。
特
に
、
公
共
性
が
高
く
、

被
災
時
に
避
難
場
所
や
負
傷
者
の
救
助
の
拠
点
と
な
る
学
校
や

病
院
の
１
０
０
％
耐
震
化
を
一
刻
も
早
く
実
現
す
る
た
め
に
は
、

国
が
耐
震
改
修
促
進
法
に
基
づ
く
耐
震
補
強
の
実
行
の
た
め
に

支
援
資
金
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
有
効
だ
と
考
え
ま
す
。

第
二
に
、
身
の
回
り
の
備
え
を
改
め
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
避
難
場
所
を
家
族
全
員
で
確

認
し
、
非
常
用
リ
ュ
ッ
ク
の
中
身
を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。
私
は

自
分
の
経
験
か
ら
、
脱
出
・
救
出
に
役
立
っ
た
工
具
の
大
型
バ
ー

ル
（
て
こ
の
応
用
が
で
き
る
釘
抜
き
の
大
き
い
も
の
）
を
車
庫

に
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
お
風
呂
の
水
は
い
つ
も
張
っ

て
お
き
、
断
水
し
た
場
合
に
ト
イ
レ
の
流
し
水
に
使
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

神
戸
の
街
・
市
民
が
防
災
の
模
範
と
な
る
よ
う
、
以
上
挙
げ

ま
し
た
対
策
を
迅
速
に
実
施
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

■
私
の
意
見

防
災
の
模
範
と
な
る

神
戸
の
街
・
羊
囚
氏
に
な
ろ
う
！

本
多
恭
司

（
株
式
会
社
竹
中
工
務
店
神
戸
支
店
長
）
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一
ポ
エ
ム
・
ド
・
コ
ウ
ベ

そ
ん
な
ふ
う
に
何
度
も
お
尋
ね
に
な
っ
て

編
さ
れ
て
さ
し
あ
げ
る
の
も

こ
れ
っ
き
り
で
す
よ

私
は
初
め
っ
か
ら
解
か
っ
て
お
り
ま
し
た
と
も

御
用
の
つ
い
で
に
と
お
つ
し
や
り
な
が
ら

さ
し
あ
た
っ
て
の
こ
と
で
も
な
い
の
で
し
ょ
う

裏
木
戸
に
追
い
風
が

少
し
当
た
っ
て
お
り
ま
し
た
か

そ
し
て
あ
の
時
は

そ
の
時
で
ご
ざ
い
ま
し
た
ね

な
に
も
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
か
ら

詩
・
福
永
祥
子

織
・
三
木
次
代

夢
待
ち
月
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私
の
ほ
う
が
な
に
か
善
く
な
い
こ
と
を

し
た
み
た
い
に

く
ぐ
り
戸
を
力
ま
か
せ
に

押
し
て
し
ま
い
ま
し
た

「
痛
い
！
」
と
も
お
声
に
だ
さ
れ
ず
に

し
か
め
っ
面
の
お
顔
で

傭
か
れ
た
ま
ま
に
立
ち
尽
く
さ
れ
て

ま
あ
ど
お
し
ま
し
ょ
う

私
は
声
だ
け
は
オ
ロ
オ
ロ
と

は
い
正
直
に
申
し
あ
げ
ま
す

あ
な
た
の
真
面
目
さ
加
減
が
可
笑
し
く
っ
て

あ
ら
い
ま
ご
ろ
に
な
っ
て

恐
い
お
顔
を
作
ら
れ
ま
す
か

あ
の
時
の
こ
と
は

花
の
闇
に
紛
れ
て
し
ま
い
ま
し
た

も
う
こ
こ
ま
で
き
た
ら

ご
ゆ
っ
く
り
な
さ
い
ま
せ

森
嘉
の
湯
豆
腐
で
一
献
い
か
が
で
す
か

風
は
止
ん
だ
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
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創
刊
四
十
二
周
年
記
念
復
刻
版
名
作
シ
リ
ー
ズ

・
れ
ん
さ
い
随
想
／
④

淀
川
長
治

え
・
松
本
宏

神
戸
の
こ
と

手
当
り
次
第

三
中
時
代
の
私
の
英
会
話
の
先
生
は
ト
リ
メ
ー
ン
と
い
う
人
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
あ
と
に
マ
ン
と
い
う
先
生
が
入
れ
か
わ
っ
た
．
そ
の
マ
ン
先
生
の
息
子
さ

ん
は
い
ま
東
京
の
英
字
新
聞
に
つ
と
め
て
い
て
私
の
親
友
で
あ
る
。
ト
リ
メ
ー

ツ
先
生
の
ま
え
に
女
の
先
生
が
少
し
ば
か
り
お
ら
れ
た
が
、
こ
の
人
の
日
本
語

が
け
っ
さ
く
で
「
大
き
な
声
で
」
と
、
教
室
の
生
徒
に
呼
び
か
け
る
と
き
必
ず

「
オ
ー
キ
ャ
ラ
コ
ォ
ー
デ
」
と
い
わ
れ
る
。
英
語
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
を
全
生
徒

に
音
読
さ
せ
る
と
き
「
ハ
イ
、
オ
ー
キ
ャ
ラ
コ
ォ
ー
デ
」
が
可
笑
し
く
て
ゑ
ん

な
で
キ
ャ
ー
ッ
と
笑
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

「
エ
バ
ン
タ
イ
」
と
い
う
外
国
美
術
品
店
を
私
の
家
が
や
っ
て
い
た
の
で
、

よ
く
外
人
客
が
見
え
た
が
、
そ
の
一
人
に
「
あ
ら
、
そ
－
」
と
い
う
日
本
語
を

「
ア
リ
ヤ
、
シ
ョ
ー
」
と
い
う
き
れ
い
な
婦
人
が
い
た
。
こ
の
人
が
自
動
車
で

一
九
六
二
年
十
一
月
号
掲
載
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5９

の
り
つ
け
る
と
「
ア
リ
ヤ
、
シ
ョ
ー
さ
ん
が
来
や
は
り
ま
し
た
で
ェ
」
と
店
員

が
言
う
。
フ
ラ
ン
ス
の
御
婦
人
で
あ
っ
た
。

顔
が
き
く
と
買
い
も
の
も
つ
け
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
の
大
き
な
あ

る
会
社
の
重
役
夫
人
が
景
気
よ
く
買
っ
て
ド
ロ
ン
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ

の
会
社
だ
け
は
つ
け
お
断
り
を
願
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
を
怒
っ
た
同
じ
く
そ

の
社
の
夫
人
が
、
そ
の
ド
ロ
ン
を
き
め
こ
ん
だ
人
は
何
を
買
っ
て
ど
ん
な
年
か

っ
こ
う
の
人
か
と
聞
く
。
そ
こ
で
品
物
は
ハ
サ
ッ
ク
（
革
の
腰
か
け
で
丸
い
大

き
な
ザ
ブ
ト
ン
ゑ
た
い
な
，
も
の
。
ス
ツ
ー
ル
と
も
呼
ん
だ
）
そ
の
人
は
四
十
二

三
の
こ
れ
こ
れ
の
様
子
を
し
た
奥
さ
ん
と
説
明
す
る
と
、
そ
の
人
は
帰
米
し
て

は
い
な
い
、
こ
の
町
に
い
ま
す
よ
…
…
と
い
う
わ
け
で
、
そ
れ
か
ら
一
週
間
目

に
そ
の
本
人
を
引
っ
張
っ
て
き
て
「
さ
ァ
、
あ
ん
た
、
お
払
い
な
さ
い
よ
」
と

彼
女
の
腕
を
こ
つ
い
た
の
に
は
び
っ
く
り
し
た
。
こ
れ
は
か
ね
て
そ
の
ハ
サ
ッ

ク
の
革
の
色
彩
と
模
様
を
き
い
て
、
そ
れ
を
な
ん
と
な
く
婦
人
仲
間
の
宅
で
さ

ぐ
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ
る
夜
パ
ー
テ
ィ
に
招
か
れ
た
そ
の
婦
人
の
家
に
そ
れ

が
あ
っ
た
の
で
根
ほ
り
葉
ぼ
り
聞
き
さ
ぐ
り
、
と
う
と
う
白
状
さ
せ
た
そ
う
で

あ
る
。私

は
熊
内
町
に
住
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
雲
中
小
学
校
前
か
ら
市
電
に

乗
る
の
だ
が
、
そ
こ
を
私
の
若
い
こ
ろ
は
よ
く
馬
力
（
ば
り
き
）
車
が
通
っ
た

も
の
で
あ
る
。
米
俵
な
ん
か
を
山
と
積
ん
で
、
馬
が
鼻
を
鳴
ら
し
汗
び
っ
し
ょ

り
で
曳
い
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
馬
子
が
「
コ
ラ
ッ
」
と
馬
の
尻
に
鞭
が
わ
り

の
縄
を
ピ
シ
リ
と
当
て
る
。
こ
こ
へ
老
西
洋
婦
人
が
や
っ
て
き
た
。
彼
女
は
や

に
わ
に
、
、
も
の
も
言
わ
な
い
で
馬
力
車
か
ら
俵
を
ひ
っ
掴
ん
で
は
地
面
へ
投
げ

だ
し
た
．
馬
子
は
あ
っ
気
に
と
ら
れ
見
と
れ
て
い
る
。
五
、
六
俵
も
汗
を
か
き

な
が
ら
引
き
ず
り
落
し
た
そ
の
西
洋
婦
人
と
た
ん
に
両
手
を
あ
げ
て
そ
の
馬
子

を
殴
り
に
か
か
っ
た
。
馬
子
は
そ
の
け
ん
ま
く
に
顔
を
よ
け
る
。
婦
人
は
か
な

き
り
声
で
叫
ぶ
。
す
る
と
馬
子
が
「
ペ
ク
ポ
ン
、
。
ヘ
ヶ
ポ
ン
、
ペ
ヶ
ペ
ノ
ヶ
」

と
言
っ
た
。
や
が
て
婦
人
は
怒
っ
た
こ
と
で
気
が
す
ん
だ
の
か
さ
っ
さ
っ
と
去

っ
て
行
っ
た
が
、
そ
の
あ
と
で
馬
子
が
「
異
人
（
・
ハ
ブ
に
や
文
句
も
出
ん
わ
」

と
ま
た
そ
の
米
俵
を
も
と
の
よ
う
に
積
ん
で
い
る
。
そ
の
あ
い
だ
汗
び
っ
し
ょ

り
の
哀
れ
な
馬
が
小
休
止
で
き
た
の
が
も
つ
け
の
幸
い
と
い
う
事
に
な
っ
た
。

新
開
地
の
キ
ネ
マ
倶
楽
部
で
は
よ
く
外
国
人
の
実
演
が
映
画
の
あ
い
ま
に
小
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一
時
間
く
ら
い
演
じ
ら
れ
た
。
そ
の
こ
ろ
そ
ん
な
の
を
演
る
の
は
た
い
が
い
白

系
ロ
シ
ア
人
で
い
か
に
も
貧
し
げ
で
あ
っ
た
。
夫
婦
に
子
供
三
人
ぐ
ら
い
で
、

歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
の
素
人
芸
で
あ
る
．
そ
の
太
っ
た
お
か
承
さ
ん
が
ハ
ン
ガ

リ
ァ
・
ラ
プ
ソ
デ
ィ
の
伴
奏
で
リ
ボ
ン
の
さ
が
っ
た
タ
ン
ボ
リ
ン
を
振
り
叩
き

な
が
ら
、
せ
ま
い
舞
台
で
踊
っ
て
い
る
の
を
二
階
の
う
し
ろ
の
特
等
席
か
ら
見

て
い
た
外
人
婦
人
が
二
人
「
あ
ら
ま
あ
、
ひ
ど
い
わ
ね
え
」
と
顔
を
し
か
め
て

畷
き
合
っ
て
い
た
。
中
学
生
の
私
が
「
ひ
ど
い
わ
ね
え
」
の
英
語
が
わ
か
っ
た

の
は
可
笑
し
い
が
、
そ
う
、
た
し
か
に
聞
え
た
の
で
あ
っ
た
。
私
で
さ
え
そ
の

舞
台
の
デ
プ
さ
ん
の
踊
り
は
見
て
い
て
お
気
の
毒
だ
っ
た
。

、

あ
る
関
係
で
私
は
そ
の
キ
ネ
マ
倶
楽
部
の
試
写
と
い
う
も
の
を
見
せ
て
、
も
ら

え
る
こ
と
に
な
っ
た
．
「
デ
ン
テ
ィ
ー
」
と
い
う
長
篇
と
、
も
う
一
つ
は
ラ
リ

ー
・
シ
モ
ン
の
短
篇
の
滑
け
い
で
こ
れ
を
ゲ
ラ
ゲ
ラ
笑
っ
て
見
た
こ
と
を
思
い

出
す
。
そ
の
試
写
は
こ
や
が
は
ね
て
か
ら
夜
の
十
一
時
ご
ろ
、
説
明
者
（
ベ
ん

し
）
が
五
、
六
人
で
明
日
か
わ
り
の
そ
の
新
作
を
台
本
の
会
話
と
て
ら
し
あ
わ

せ
て
見
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
別
の
一
人
が
初
め
か
ら
終
り
ま
で
台
本
を
声

を
出
し
て
読
承
あ
げ
る
．
そ
の
「
デ
ン
テ
ィ
ー
」
の
あ
と
の
ラ
リ
ー
・
シ
モ
ン

の
短
篇
の
と
き
西
洋
人
の
七
才
く
ら
い
の
男
の
子
が
チ
ョ
コ
チ
ョ
コ
と
私
た
ち

の
そ
ば
に
や
っ
て
き
て
ケ
ッ
ケ
ッ
と
体
じ
ゅ
う
を
ふ
る
わ
し
て
そ
の
滑
け
い
短

篇
を
笑
い
こ
ろ
げ
て
見
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
手
に
小
さ
な
生
き
た
ぜ
に
亀
を

持
っ
て
い
て
、
そ
の
亀
の
甲
に
ナ
イ
フ
で
自
分
の
名
の
頭
文
字
を
き
ざ
ん
で
い

る
の
が
私
に
は
面
白
か
っ
た
。
そ
の
青
い
青
い
す
ご
く
青
い
目
を
し
た
金
髪
の

子
は
、
今
週
ま
で
こ
の
こ
や
の
舞
台
で
両
親
と
歌
と
踊
り
の
親
子
一
座
の
芸
を

演
っ
て
い
た
子
供
で
あ
る
。
そ
の
子
に
べ
ん
し
の
一
人
が
「
こ
ら
、
お
ま
え
の

お
か
ん
ケ
シ
ま
く
っ
て
ゆ
ん
べ
寝
と
っ
た
ぞ
」
と
ど
な
り
つ
け
て
い
た
。
こ
の

親
子
は
説
明
者
の
ひ
か
え
室
を
宿
に
寝
泊
り
し
て
い
た
ら
し
い
。
こ
の
日
本
語

を
聞
い
て
そ
の
子
は
意
味
な
ど
解
り
は
し
な
か
っ
た
ろ
う
が
、
と
た
ん
に
ワ
ッ

ー
と
泣
き
出
し
て
「
マ
マ
ァ
ー
」
と
裏
の
方
へ
馳
け
こ
ん
で
い
っ
て
姿
が
見
え

な
く
な
っ
た
。
そ
の
と
き
、
私
は
、
な
ん
と
な
く
神
戸
の
西
洋
人
の
、
さ
び
し

い
人
生
を
唄
い
だ
よ
う
で
、
私
ま
で
さ
び
し
－
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ

た
。

（
映
画
評
論
家
）

《雲謬
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い
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な
女
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女
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い
や
な
女
・
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や
な
女
・
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な
女
・
い
や
な
女
・
い
や
な
女
・
い
や
な
女
・
い
や
な
女
・
い
や
な
女
・
い
や
な
女
。
い
や
な
女
．

6１

いやな女，

一
九
六
七
年
四
月
号
掲
載

・
い
や
な
女
・
い
や
な
女
・
い
や
な
女
・
い
や
な
女
・
い
や
な
女
・
担女

「
あ
ら
」
「
ま
あ
」
な
ど
の
言
葉
を
つ
か
う
こ
と
で
淑
女
に
な
っ
趣
．

た
よ
う
に
思
っ
て
い
る
あ
さ
は
か
な
女
い

男
で
も
女
で
も
な
い
よ
う
な
仕
事
の
良
く
で
き
る
ヤ
リ
テ
女
女

酒
を
飲
ん
で
も
酔
っ
て
い
る
の
か
い
な
い
・
の
か
解
ら
ぬ
女
・
な
》憎

》

知
っ
て
い
る
の
に
知
ら
ぬ
み
り
す
る
ど
ど
が
ま
女
い

下
の
話
を
す
る
と
「
ま
あ
噛
一
や
ら
し
い
」
と
い
い
な
が
ら
聞
い
て
女

い
る
い
や
ら
し
い
女
なや

安
っ
ぽ
い
プ
ラ
イ
ド
を
低
い
鼻
に
か
け
て
い
る
女
い

女
の
友
情
な
ど
存
在
し
な
い
の
に
裏
切
ら
れ
た
と
わ
め
く
女

／

女
同
志
で
腕
を
組
ん
で
歩
く
女
ン家

話
題
が
な
く
一
言
葉
の
遊
び
も
で
き
ず
シ
ャ
レ
の
解
ら
ぬ
よ
う
な
女
麺

男
が
金
を
払
う
機
械
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
よ
く
い
る
女
二修

自
分
の
都
合
で
男
に
誠
意
を
も
と
め
る
女

［
す
べ
て
あ
な
た
が
悪
い
の
よ
」
な
ど
と
い
う
身
勝
手
な
女

井

あ
な
た
の
た
め
な
ら
何
ん
で
も
し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
厚
か
ま
し
向

い
女
女な

愛
が
す
べ
て
で
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
う
現
代
め
ず
ら
し
い
女

や

「
愛
さ
れ
た
く
て
愛
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
」
な
ど
と
い
う
変
な
女
い

「
男
は
愛
よ
り
仕
事
だ
」
な
ど
と
解
っ
た
よ
う
な
こ
と
を
い
う
女
③

結
婚
と
金
が
人
生
の
す
べ
て
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
女

持

カ
ー

結
婚
の
条
件
に
家
ツ
キ
・
車
ツ
キ
．
．
〈
・
ハ
ヌ
キ
・
昼
寝
ツ
キ
な
ど
気の

．

と
い
う
虫
の
良
い
こ
と
を
考
え
て
い
る
女
男

理
想
は
到
達
で
き
な
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
ぬ
見
合
の
．
へ
／

テ
ラ
ン
女
・
女

家
事
手
伝
い
と
称
し
て
家
で
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
る
無
能
力
な
女
詫

男
の
ち
ょ
っ
と
し
た
浮
気
を
大
目
に
見
れ
な
い
小
さ
い
目
の
女
い

元
女
に
な
っ
て
お
し
ゃ
れ
で
な
い
よ
う
な
女
女な

恥
か
し
い
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
女

や

何
点
か
ぶ
れ
し
た
と
い
わ
れ
る
不
健
康
な
感
じ
の
女
い

こ
ん
な
こ
と
を
書
か
れ
て
怒
る
よ
う
な
女
女

客
観
的
に
は
い
や
な
女
で
も
主
観
的
に
は
か
わ
い
い
女
な
の
だ
癒

いやな女・いやな女・いやな女・いやな女・いやな女・いやな女・いやな女・いやな女心いやな女.･いやな女・いやな女
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